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研究成果の概要（和文）：多極政府モデルを「善意のシステム化」を維持するクラウド・ガバナンスと仮定した
上で，HANDYモデルと結合させて自由度6の力学系を構築し，パラメータの調整を行った．社会変革のシナリオに
ついては，ステークホルダー会議でのフィードバックを取り入れた．Android/iOS対応 アプリ「環境観でつなが
る世界」によって，地球環境問題に関する大衆（クラウド）の価値観ネットワークの基礎データを収集し，ネッ
トワークの時系列変化を可視化した．「善意のシステム化」モデルについては，アプリの運用再開後に再度調整
を行い，2019年に公開する予定である．

研究成果の概要（英文）：We developed a dynamical system incorporating some polycentric governance 
processes in order to describe a crowd governance system that maintains "systematisation of our good
 will". A series of stakeholder meetings delivered several scenarios for potential social 
transformation towards the crowd governance. Our Android/iOS app, Value-Action Net for Futurability,
 enabled us to collect ‘big data’ on cyberspace and visualise the evolution of value-action 
network on global environmental issues (e.g., Planetary Boundaries and Global Catastrophic Risk) in 
the real world. A tentative model to describe "systematisation of our good will" is currently being 
developed.
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１．研究開始当初の背景 
地球温暖化現象・化学汚染・海洋酸性化な

どに代表される地球環境問題は，人間と自然
系の相互作用環の不具合として現れている
（Handoh and Hidaka, 2010）．人類は，「環
境問題」を問題として捉えることのできる観
察者である一方で，問題のステークホルダー
（当事者，利害関係者）である．地球問題解
決に向けては地域の環境活動やガバナンス
から国際条約の制定まで，様々なスケールで
の動きがあるものの（Dearing et al., 2014），
資本主義の性質が問題解決の妨げになると
いう見解がある(Motesharrei et al., 2014; 
Rull, 2014)．これは，経済格差が問題解決の
動きを妨げるように人間社会がシステム化
されていることと解釈することもできる．こ
のような背景のなか，研究代表者は，「未来
可能性 = 人間と自然系の相互作用環のある
べき姿」（半藤，2013; Baum and Handoh, 
2014）を考究し，様々なステークホルダーと
議論を重ねるなかで，「地球に暮らすひとり
ひとりの善意・利他行為（Karlan and Appel, 
2012; 辻村，2012; Feigin et al., 2014）が地
球環境問題解決につながる仕組み（善意のシ
ステム化）」を構想し，本研究を着想に至っ
た．これは，企業利益と社会の関係に着目す
る共有価値の創造（CSV; Porter and Kramer, 
2011）の環境観の共創への応用であり，社会
変革の可能性を検討するものである． 
 
２．研究の目的 
(1)環境観と「善意・利他主義」の定性的関係
の解明: テキストマイニングとシステム解析
により，環境観と利他主義の関係を解明する． 
 
(2)「善意のシステム」の理論構築: 環境活動
や CSV に関わる様々なステークホルダーと
共に環境・CSV 活動の事例を収集してシス
テム解析を行い，(1)で得た定性的な関係を
HANDY モデル(Motesharrei et al., 2014)
に付加・数値実験を経て「善意のシステム」
の理論を構築する． 
 
(3)「善意のシステム化」実現可能性の評価: 
(1)と(2)を踏まえ，SNS アプリ「環境観でつ
ながる世界」 (consilience-cyberspace.com)
を利用し，「善意のシステム化」がどのよう
に実現され得るのかを，価値観ネットワーク
の時系列変化を定量化して評価する． 

 
３．研究の方法 
(1)HANDY モデル(Motesharrei et al., 2014)
のコード化を行った．HANDY モデルは，天然
資源量，人類の富，労働者人口，エリート人
口の 4 つの変数からなる力学系（連立常微分
方程式系）であり，社会システムの様々な形
態に応じた解が得られる．労働者人口や天然
資源からの過剰な搾取が文明崩壊を起こす
（環境収容力を超える）という予測がされて
いるが，この社会システムのシナリオには利

他行為や善意のシステムが考慮されていな
い．そこで，「善意のシステム」のシナリオ
を設定し，HANDY モデルに適切にパラメタリ
ゼーションを行った． 
 
(2)アプリ「環境観でつながる世界」を用い
て，Twitter から得られる価値観データを蓄
積し，価値観ネットワーク（環境観ネットワ
ーク）の可視化を行った．「地球の限界」や
地球規模巨大災害リスクをアプリのチャン
ネルとして設定することで，チャンネル毎に
現れる価値観ネットワークの時系列データ
を獲得した． 
 
(3)ステークホルダー会議を数回開催して， 
価値観ネットワークの形成と「善意のシステ
ム化」の実現性についての意見交換を行った．
この結果をモデルのシナリオ策定に利用し
た． 
 
４．研究成果 
(1)アプリ「環境観でつながる世界」に時空
間地図の実装を行った．アプリのチャンネル
には The Biosphere Code を加え，これを軸
に Sweden の Stockholm Resilience Centre
の Victor Galaz 准教授と協力関係を結んだ．
2016年4月に発生した熊本地震に関するチャ
ンネルと過去7日間の世界の地震情報をサブ
チャンネルとして実装することで，科学情報
が価値観ネットワークの形成に与える方法
論を確立した（図 1; 半藤，2017）．別途進め
ている環境モニタリングのオープンサイエ
ンス化のプラットフォーム ChemTHEATRE
（chem-theatre.com）の自然言語処理技術も
実装予定である． 

 
図 1「地球の限界」に関する価値観ネットワ
ークの可視化．左下の図はアプリ「環境観で
るながる世界」のユーザ画面． 
 
(2)誰もが参加できるステークホルダー会議
「人類会議」を 2015 年 8月 22日（テーマ: 価
値観と未来; ゲスト: 小説家・福井晴敏氏）
と 2016 年 9 月 5 日（テーマ: 仕組みづくり
と未来; ゲスト: 「触れる地球ミュージア
ム」主宰／京都造形芸術大学教授・竹村真一
氏）に開催した．アプリから得られる「価値



観ネットワーク」を，「触れる地球」に実装
する構想を提案した．また，「人類会議」の
代わりに，2017 年 10 月 5 日に公開フォーラ
ム（新潟大学）を開き，「地域通貨を使った
キャンパス経済圏構想」を掲げ，ローカルな
「善意のシステム化」の実証実験の可能性を
議論した． 
 
(3)Mathias et al.(2017)の多極政府モデル
を「善意のシステム化」を維持するクラウ
ド・ガバナンスと仮定した上で，HANDY モデ
ル(Motesharrei et al., 2014)と結合させて
自由度 6の力学系を構築し，パラメータの調
整を行っている．The Biosphere Code だけで
なく，Raworth (2017) Doughnut Economics
にも「善意のシステム化」の原則があるため，
社会変革のシナリオについても再度調整を
行っている（このシナリオについては，
Kishita et al. (2017)を参照している）．な
お，ドーナツ経済学については，著者の
Raworth 氏の依頼に応じて book trailer の日
本語訳を行った． 
 なお，計算機サーバの故障に伴い，運用停
止中のアプリ「環境観でつながる世界」は，
2018 年 7月中に再開する予定である．価値観
ネットワークの広がりについての定量的な
データの獲得と，それを検証材料とする「善
意のシステム化」モデルについては 1年以内
に成果発表を行う． 
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